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入院で悪化する高齢者 

入院というイベント 
→不穏→鎮静剤投与（薬で抑制） 
→身体抑制→点滴→禁食→認知症増悪 
→食事困難→胃瘻造設→廃用症候群増悪 
→褥創→肺炎→延命的治療の継続 
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自宅が患者さんを 
元気にする 
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死亡場所の構成比 

病院 自宅 施設 

日本 ８１％ １２％ ４％ 

アメリカ ４１％ ３１％ ２２％ 

オランダ ３５％ ３１％ ３３％ 
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在 宅 医 療 

救急 

0～100歳 

緩和ケア 

がん・脳血管 
認知症・難病 

多職種 
連携 看取り 

アウェイ 

グループ
診療 

情報共有 
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介護施設 

ホームヘルパー 

ケアマネージャー 

在宅医 

訪問看護師 

訪問リハビリ 

訪問薬剤師 

地域包括ケアを支えるプレーヤー 

病院 
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医療法人社団プラタナスの活動 

「患者視点の医療サービス」の実現、提供をめざす 

• 東京・神奈川に３つの在宅療養支援診療所を運営 

• 在宅患者数： 

• 施設在宅 40カ所 約1,800名 

• 一般在宅 約200名 

• 複数医師によるグループ診療体制でオンコール担当 

医師間のタイムリーな
情報共有は必須 
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8 

１ｓt  
コール 

2nd 
コール 

往診 

情報共有 

原則的に主治医 
（夏休み等は持ち回り） 

一元化 

夜間：有床診の当直医 
日中：待機医師 

サマリーを常時共有 
必要時には詳細を共有 

オンコール・バックアップ体制 

松原アーバンクリニック 
（有床診療所） 



在宅医の一日 
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アプリ代合計＝１，75０円 
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在宅専用業務支援システムの開発 
 往診,処方,検査,処置,医材の

予定管理 

 書類や処方箋の一括処理 

 サマリーの自動作成 

 クラウドとの連携 

 連携先管理と       

診療情報の自動配信 

 統計処理機能 

“おかえりくん” 11 



ICT化により、訪問診療時間が５０％増加 

ICT化による医師の 
業務時間の変化 (1日） 

訪問滞在時間 

移動時間 

カルテ 記録等 

ミーティング 

臨時往診 

連携先への連絡 

書類作成 

5.7時間 

2.4時間 

2.9時間 
4.4時間 

3.5時間 

3.1時間 

約５０％
アップ 

ＩＴ化前  ＩＴ導入後  
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地域のいろんな職種がチームを組んで 
在宅での生活や介護、医療を支えている 

介護施設 

ホームヘルパー 

ケアマネージャー 在宅医 

訪問看護師 

訪問リハビリ 
訪問薬剤師 

在宅医療における地域連携 

病院 
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地域連携で共有すべき情報とは 

病院－診療所間に
おける連携 

基本情報 

生活情報 介護状況 

身体状況 治療情報 サービス提供者情報 

バイタル 診療・ケア記録 

入院退院時や在宅移行時
に必要な情報 

診療サマリーが
あれば良い 

在宅での医療・介護中に
発生する情報 

地域の医療看護介護の
担当者間における連携 

日々の診療・ケア
記録の共有が必要 

日々の診療・ケア
記録の共有が必要 

日々の診療・ケア
記録の共有が必要 
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在宅医療・介護間の情報共有の現状 

患者宅にある連絡ノート FAXや郵便によるやりとり 

• 患者宅でしか見ることが出来ない 
• 記録の二度手間、情報の統一性が無い 
• 情報の二次活用が出来ない 

紙情報 
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クラウド型地域連携システム「ＥＩＲ」の特徴 

（株）EIR 

医師：褥瘡が悪化しています。 
しばらく処置を連日行うべき。 
除圧マットレスも必要です。 

ケアマネ：了解、早速福祉用具業
者に手配します。訪問入浴は延期
した方がよいでしょうか？ 

看護師：褥瘡のためにも、なるべ
く入浴は継続した方がよいです。
処置方法は写真をご覧下さい。 

介護ヘルパー：写真拝見しました。
これなら出来そうです。体位につい
ての注意はいかがでしょうか？ 
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「EIR」 携帯電話やiPhone（アプリ版）でも利用可 

クラウド型地域連携システム EIR 
www.eir-note.com 

iPhone版、Android版あり 17 



ICT活用による在宅医療支援事業 

クラウドシステム 
「おかえり雲」 

単独開業の在宅医 

地域医療連携システム 
「EIR」 

 請求システム 
ORCA 

HTML 
診療情報 

患者情報 カルテ情報 

処方情報 

地域 
連携 

 ファイル共有システム 
クラウドサーバー 

属性情報 

サマリー 

iPhone iPad 
から外部閲覧 

臨時往診チーム 

２４時間 
コールセンター 

事務代行   
レセプト代行 

医材管理 
機器貸出 

ボイスメール 在宅医療の 
診療、事務 
請求、物流 
を代行する 

情報閲覧 
地域連携 
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在宅医の開業や運営をサポート 

臨時往診・地域連携支援 
• 臨時往診代行 
• 在宅検査代行 
• 地域連携システム 
  “EIR” 

業務システム構築 
• 在宅業務支援システム 
• スマートフォン導入 
• クラウド環境構築 

コールセンター 
• 24時間コールセンター 
• 搬送先病院探し 
• 紹介状作成代行 

事務業務代行 
• レセプト処理、書類作成 
• ディクテーション 
• 医材薬剤の小ロット販売 
• 医療機器レンタル 

by プラタナス&メディヴァ 

患者情報 

医療事務 

在庫管理 

２４時間対応 

臨時往診 

地域連携 

在宅医 
の悩み 

在宅医療業務支援(アウトソース）事業 
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